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代表理事会長 植村正治 書
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開
催
に
あ
た
り
、
植
村
正
治
会
長
の
挨
拶

(

要

旨
は
別
掲
参
照)

、
来
賓
と
し
て
小
堀
安
雄
青
森

県
知
事
職
務
代
理
者
よ
り
祝
辞
を
述
べ
た
後
、
議

長
に
山
本
政
廣
風
合
瀬
漁
協
組
合
長
を
選
出
し
議

事
に
入
っ
た
。
議
事
は
第
七
号
議
案
ま
で
上
程
さ

れ
、
全
て
承
認
決
定
さ
れ
た
。
ま
た
特
別
決
議
と

し
て
、｢

Ｗ
Ｔ
Ｏ
水
産
物
市
場
ア
ク
セ
ス
交
渉
に

関
す
る
要
望｣

を
西
崎
義
三
副
会
長
が
提
案
・
朗

読
し
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
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・
漁
協
経
営
基
盤
強
化
対
策
推
進

・
漁
業
生
産
基
盤
強
化
、
増
養
殖
事
業
等
の
推

進
・
ほ
た
て
、
い
か
、
さ
け
、
ひ
ら
め
、
そ
の
他

漁
業
の
安
定
生
産
の
た
め
の
諸
対
策

・
水
産
物
付
加
価
値
向
上
、
加
工
新
製
品
開
発

及
び
衛
生
管
理
へ
の
取
組
み

・
漁
業
経
営
の
安
定
・
向
上
の
た
め
の
諸
対
策

・
水
産
物
、
水
産
製
品
の
消
費
拡
大
の
た
め
の

諸
対
策

・
漁
業
用
石
油
類
、
資
材
の
安
定
供
給

・
漁
業
環
境
保
全
対
策

・
そ
の
他
の
諸
活
動
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第
五
十
四
年
度
通
常
総
会
開
催
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

本
日
は
、
浜
の
用
務
が
ご
多
端
の
中
、
会
員
の
皆
様
に
は
本
総
会

の
た
め
多
数
ご
出
席
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
公
務
ご
多
端
な
中
、
小
堀
県
知
事
職
務
代
理
者
、
秋
谷
農

林
水
産
部
長
を
は
じ
め
各
関
係
団
体
の
皆
様
の
ご
光
来
を
い
た
だ
き
、

重
ね
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

最
近
の
我
が
国
の
経
済
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
さ
を
増
し
、
未

曾
有
の
状
況
を
脱
出
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
様
な
情
勢
の
中
、
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
に
お
い
て
は
、
周

辺
水
域
に
お
け
る
資
源
量
の
減
少
、
輸
入
水
産
物
の
増
大
と
消
費
低

迷
に
よ
る
魚
価
安
、
高
齢
化
に
よ
る
漁
村
地
域
の
活
力
の
低
下
等
、

大
変
厳
し
い
状
況
に
直
面
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
、
国
連
海
洋
法
が
発
効
し
、
排
他
的
経
済
水
域
が

設
定
さ
れ
、
日
韓
・
日
中
漁
業
協
定
の
発
効
等
、
本
格
的
な
二
百
海

里
時
代
の
枠
組
み
が
で
き
ま
し
た
。
更
に
は
、
種
苗
生
産
技
術
・
中

間
育
成
技
術
の
確
立
、
沿
振
協
等
に
よ
る
漁
場
環
境
整
備
事
業
な
ど

の
二
十
世
紀
に
お
け
る
大
い
な
る
資
産
を
二
十
一
世
紀
に
継
承
し
、

資
源
回
復
の
向
上
、
経
営
の
安
定
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
大
き
な
成

果
が
期
待
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
県
の
漁
業
経
営
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
会
員
漁
協
に
お
か
れ
ま

し
て
も
構
造
的
な
低
落
傾
向
に
あ
り
、
大
変
困
難
な
状
況
に
直
面
し

て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
の
で
、
漁
協
自
ら
も
経
営
の
合
理
化
、
合

併
等
に
よ
り
自
立
漁
協
の
確
立
を
推
し
進
め
、
漁
業
・
漁
村
の
持
つ

多
面
的
機
能
を
発
揮
で
き
る
漁
協
を
作
り
上
げ
る
と
共
に
、
明
る
い

漁
業
・
美
し
い
漁
村
を
構
築
す
る
た
め
の
皆
様
の
ご
努
力
を
ご
期
待

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

魚
価
の
低
迷
に
つ
き
ま
し
て
は
、
我
が
国
の
輸
入
量
が
輸
出
量
の

二
十
倍
も
あ
り
、
世
界
第
一
位
の
輸
入
国
で
あ
る
と
い
う
事
実
が
根

底
に
あ
り
ま
す
。

第
二
位
の
ア
メ
リ
カ
で
約
三
倍
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
い
た
っ
て
は
逆

に
、
輸
出
が
輸
入
の
六
倍
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
の
輸
入
量
は
世
界

の
輸
出
量
の
四
分
の
一
に
も
達
す
る
こ
と
は
、
過
剰
輸
入
を
如
実
に

物
語
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
水
産
物
市
場
ア
ク
セ
ス
交
渉
に
お
い
て
発
表
さ
れ
た
ジ
ラ
ー

ル
議
長
提
案
と
い
う
も
の
は
、
水
産
物
を
関
税
撤
廃
の
対
象
に
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
は
断
固
反
対
し
て
参
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
と
同
様
に
、
水
産
貿
易
に
つ
い
て
は
、

資
源
の
持
続
的
利
用
の
た
め
の
貿
易
ル
ー
ル
の
確
立
を
強
く
求
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
総
会
の
特
別
議
決
事
項
と
な
っ
て

お
り
ま
す
し
、
既
に
中
央
で
は
、
行
政
と
一
体
と
な
っ
て
国
際
的
な

ア
ピ
ー
ル
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
本
県
の
つ
く
り
育
て
る
漁
業
と
い
た
し
ま
し
て
、
ほ
た
て
、

さ
け
、
ま
す
、
ひ
ら
め
、
あ
わ
び
等
々
、
多
種
の
増
養
殖
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
つ
く
り
育
て
る
漁
業
を
今
後
も
推
進
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
し
、
ま
た
、
本

県
は
恵
ま
れ
た
漁
場
を
有
す
る
世
界
屈
指
の
海
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
、
更
に
資
源
の
保
護
・
培
養
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
青
森
県
の

漁
業
の
将
来
は
揚
々
た
る
も
の
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
連
合
会
の
経
営
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
県
の
主
力
魚
種
で

あ
る
ス
ル
メ
イ
カ
漁
が
太
平
洋
、
日
本
海
共
に
豊
漁
と
な
り
、
前
年

に
引
き
続
き
高
い
水
準
で
推
移
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
対
照
的

に
、
さ
け
漁
に
つ
き
ま
し
て
は
、
依
然
と
し
て
低
い
水
準
で
あ
り
、

沿
岸
漁
業
に
と
っ
て
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
む
つ
湾

を
中
心
と
す
る
ほ
た
て
貝
に
つ
き
ま
し
て
は
、
歩
留
ま
り
が
良
好
で

サ
イ
ズ
も
大
き
く
順
調
に
生
育
し
、
九
万
四
千
五
百
ト
ン
と
史
上
最

高
の
取
扱
数
量
で
あ
り
ま
し
た
が
、
米
国
向
け
輸
出
の
不
振
・
国
内

生
産
量
過
剰
と
い
う
様
相
を
呈
し
て
い
る
中
、
価
格
の
低
迷
に
よ
り

百
億
と
い
う
取
扱
高
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
様
な
漁
業
環
境
下
に
あ
っ
て
、
本
連
合
会
は
、
経
費
の
節
減

等
を
図
り
、
更
に
は
、
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
事
務
の
合
理
化
等
鋭
意
努
力
し

て
ま
い
っ
た
結
果
、
黒
字
を
経
常
す
る
こ
と
が
で
き
、
些
少
な
が
ら

出
資
配
当
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
会
員
皆
様
の
ご
支
援

の
賜
と
衷
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

資
源
有
限
・
漁
業
無
限
、
そ
し
て
操
業
安
全
と
皆
様
の
大
漁
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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青
森
県
漁
業
経
営
安
定
対
策
本
部
の
通
常
総
会

が
、
六
月
十
七
日

(
火)
青
森
県
水
産
ビ
ル
で
開

催
さ
れ
た
。
は
じ
め
に
、
植
村
正
治
本
部
長
が
挨

拶
、
続
い
て
秋
谷
進
青
森
県
農
林
水
産
部
長
が
祝

辞
を
述
べ
た
後
、
植
村
本
部
長
が
議
長
と
な
り
議

事
に
入
っ
た
。

議
事
で
は
、
平
成
十
四
年
度
事
業
報
告
・
決
算
、

平
成
十
五
年
度
事
業
計
画
・
予
算
及
び
役
員
補
充

の
件
の
三
議
案
全
て
原
案
ど
お
り
承
認
決
定
さ
れ

た
。
ま
た
、
特
別
決
議
と
し
て
古
川
副
本
部
長
か

ら

｢

Ｗ
Ｔ
Ｏ
水
産
物
市
場
ア
ク
セ
ス
交
渉
に
関
す

る
要
望｣

の
決
議
文
が
朗
読
さ
れ
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
た
。
こ
の
特
別
決
議
文
に
つ
い
て
は
、
本

誌
に
掲
載
し
た

｢

青
森
県
漁
連
通
常
総
会｣

の
中

に
載
っ
て
い
ま
す
の
で
省
略
致
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
十
五
年
度
事
業
計
画
重
点
推
進
事

項
及
び
役
員
補
充
結
果
、
十
五
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

・
漁
業
再
構
築
の
た
め
の
基
本
政
策
樹
立
に

つ
い
て

・
漁
業
経
営
安
定
対
策
に
つ
い
て

・
持
続
可
能
な
漁
業
体
制
の
確
立
に
つ
い
て

・
日
中
、
日
韓
新
漁
業
協
定
に
関
す
る
諸
対

策
に
つ
い
て

・
水
産
物
貿
易
自
由
化
対
策
に
つ
い
て

・
そ
の
他
諸
問
題
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

熊

谷

拓

治

(

八
戸
み
な
と
漁
協)

赤

石

憲

二

(

泊
漁
協)

一

戸

清

史

(

大
畑
町
漁
協)

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

・
Ｗ
Ｔ
Ｏ
水
産
物
交
渉
に
お
け
る
貿
易
完
全

自
由
化
を
断
固
阻
止
し
よ
う

・
漁
協
合
併
と
組
織
改
革
を
一
層
推
進
し
経

営
基
盤
の
強
化
を
図
ろ
う

・
資
源
管
理
型
漁
業
を
推
進
し
資
源
の
回
復

と
持
続
可
能
な
漁
業
の
構
築
を
図
ろ
う

・
人
材
を
育
成
し
漁
業
漁
協
経
営
の
安
定
と

合
理
化
を
図
ろ
う
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全
国
漁
連
、
信
漁
連
、
指
導
連
緊
急
会
長
会
議

が
六
月
五
日
、
東
京
・
コ
ー
プ
ビ
ル
で
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
緊
急
会
議
は
、
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

で
開
か
れ
た
非
農
産
品
ア
ク
セ
ス
交
渉
会
合
で
、

ジ
ラ
ー
ル
議
長
か
ら
水
産
物
の
関
税
を
撤
廃
す
る

と
の
案
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
危
機
感
を
抱

い
た
系
統
団
体
が
組
織
を
挙
げ
て
反
対
運
動
を
展

開
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
た
も
の
。

冒
頭
、
三
団
体
を
代
表
し
て
植
村
Ｊ
Ｆ
全
漁
連

会
長
が

｢

ジ
ラ
ー
ル
議
長
の
発
言
は
資
源
の
持
続

的
利
用
や
漁
業
・
漁
村
の
存
続
を
脅
か
す
も
の
で

絶
対
認
め
ら
れ
な
い
。
日
本
提
案
の
実
現
に
向
け

努
力
す
る
。
浜
の
団
結
を
求
め
る｣

と
強
い
決
意

表
明
を
し
た
。

続
い
て
、
木
下
水
産
庁
長
官
、
中
川
農
林
水
産

物
貿
易
調
査
会
長
、
保
利
水
産
総
合
調
査
会
長
が

｢

議
長
案
が
推
進
さ
れ
な
い
よ
う
関
税
の
撤
廃
に

強
く
反
対
す
る｣

こ
と
を
表
明
し
た
。
ま
た
石
島

水
産
庁
流
通
課
長
が

｢

関
税
削
減
方
式｣

｢

関
税

撤
廃
枠
に
水
産
物
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る｣

等
に
つ

い
て
わ
が
国
の
主
張
を
説
明
し
た
後
、
宮
原
Ｊ
Ｆ

全
漁
連
常
務
が
今
後
の
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
要
請
活
動

の
方
針
説
明
と
要
請
文
の
採
択
を
行
っ
た
。

会
議
終
了
後
、
植
村
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
会
長
は
じ
め

代
表
団
が
経
済
産
業
省
に
平
沼
大
臣
、
外
務
省
に

茂
木
副
大
臣
、
首
相
官
邸
に
古
川
官
房
副
長
官
を

訪
ね
要
請
活
動
を
行
い
、
さ
ら
に
自
民
党
本
部
や

議
員
会
館
に
陳
情
し
た
。
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(

全
漁
連
総
会
終
了
後
、
決
議
採
択)

平
成
十
五
年
六
月
二
十
五
日

(

水)

・
・

Ｊ
Ａ
ビ
ル

�
�
�
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�
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�
�
�
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�

平
成
十
五
年
七
月
九
日

(

水)

・
・

虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�


�
�
�
�
�
�

平
成
十
五
年
八
月
二
十
七
日

(

水)
・
・

日
比
谷
公
会
堂
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中国企業が ｢青森｣ という商標を中国で登録申請をしている問題で県は６月24日､
関係団体24団体で ｢青森県中国商標問題対策協議会｣ を設置し､ 中国当局へ異議申し
立てを決めた｡
現在､ ｢青森｣ の名を使った中国本土への県産輸出はないが､ 商標登録されれば将

来的に青森の名を使って輸出ができなくなる｡ また､ 県産品でないものに青森の名を
使われる等の危機感が出てくる｡
中国商標法には一般に知られた外国の地名を商標に使えないとの規定があり､ 青森
は日本の地名であるとともに青森りんごや水産物等の産地として知られている｡
よって､ 対策協議会では政府を通じて７月25日付けで中国政府に商標登録の異議申
し立てをした｡

��	
��
����

１� 青森県は世界有数のりんご産地として､ 中国の公衆に熟知されるなど､ ｢青森｣
は著名な地理表示である｡

２� 中国商標法第10条の２､ 第16条等に基づき商標登録の撤回を求める｡
３� 具体的な異議申し立て理由と証拠資料については､ ３ケ月以内に追って提出する｡

��������	
��
����



平
成
十
五
年
五
月
二
十
九
日(

木)

午
前
十
一
時

か
ら
青
森
県
水
産
ビ
ル
に
お
い
て
、
青
森
県
漁
連

が
主
催
す
る
漁
協
役
職
員
研
修
が
開
催
さ
れ
た
。

参
集
範
囲
は
漁
協
役
員
、
参
事
、
筆
頭
職
員
お

よ
び
市
町
村
漁
協
合
併
担
当
職
員
、
系
統
団
体
職

員
で
、
百
八
十
六
名
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

主
催
者
を
代
表
し
青
森
県
漁
連
後
藤
専
務
が
、

｢

水
協
法
等
に
伴
う
諸
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
漁

協
定
款
を
は
じ
め
、
事
務
手
続
き
等
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
全
国
的
に
も
合
併
の

気
運
が
高
ま
る
中
で
、
漁
協
合
併
推
進
上
、
市
町

村
漁
協
合
併
担
当
者
に
漁
協
組
織
の
理
解
を
深
め
、

漁
協
合
併
推
進
に
尽
力
し
て
も
ら
い
た
い
。｣

と

主
催
者
の
挨
拶
を
述
べ
た
。
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青
森
県
団
体
経
営
改
善
課
・
水
産
業
団
体
指
導
グ
ル
ー
プ
よ

り
説
明
。

認
定
基
準
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
。
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１�

政
令
、
省
令
、
命
令
等
の
改
正
内
容

２�

模
範
定
款
例
の
改
正
内
容

３�

業
務
報
告
書
基
準
様
式
の
改
正
概
要

全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

信
用
・
組
織
経
営
部

杉
田

成

氏

※
水
産
業
協
同
組
合
法
の
一
部
改
正
項
目

１�

水
産
資
源
の
管
理
の
取
組
の
促
進

①

事
業
に
位
置
付
け
の
明
確
化(

第
11
条
第
１
項)(

第
89

条
第
１
項)

②

資
源
管
理
規
程
の
拡
充(

第
11
条
の
２
第
１
項)

２�

組
合
の
事
業
拡
充

①

国
債
窓
販
、
投
信
窓
販
業
務
等
の
追
加(

第
11
条
第
３

項
、
第
４
項)(

第
87
条
第
４
項
、
第
５
項)

他

３�

業
務
執
行
体
制
の
強
化

①

信
用
事
業
担
当
常
勤
理
事
の
設
置(

第
34
条
第
３
項)

(

第
92
条
第
３
項)

他

②

経
営
管
理
委
員
会
制
度
の
導
入(

第
34
条
の
２
第
１
項)

(

第
92
条
第
３
項)

他

③

監
査
手
続
き
等(

第
40
条)

他(

第
54
条
の
４)
他

４�

信
用
事
業
の
健
全
な
確
保

①

最
低
出
資
金
額
の
引
き
上
げ(

第
11
条
の
３
第
２
項)

(

第
96
条
第
１
項)

②

連
結
対
象
子
会
社
の
拡
大
等(

第
11
条
の
６)(

第
11
条

の
８
第
２
項)

(

第
11
条
の
９)(

第
58
条
の
２)

③

信
用
事
業
の
区
分
経
理(

第
11
条
の
10)

他

④

信
用
事
業
譲
渡
の
許
可
制
の
導
入(

第
54
条
の
２
第
１

項
〜
第
３
項)

他

５�

そ
の
他

①

定
款
等
の
軽
微
な
変
更
の
提
出(

第
11
条
の
４
第
３
項
、

第
４
項)

②

子
会
社
保
有
規
制
等
の
緩
和(

第
17
条
の
２
、
３)

他

③

総
会
議
事
項
目
の
削
除(

第
48
条
第
１
項
第
６
号)

他

④

準
備
金
制
度
の
改
善(

第
55
条)

他

⑤

経
営
内
容
の
開
示
制
度
の
拡
充(

第
58
条
の
３)

他

⑥

合
併
手
続
き
の
簡
素
化(

第
69
条
第
５
項)

他

�
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１�

退
職
給
付
会
計
に
つ
い
て

(

退
職
給
付
会
計
の
基
礎
・
計
算
・
仕
訳)

２�

退
職
給
与
引
当
金
制
度
の
廃
止
に
つ
い
て

(

廃
止
に
つ
い
て
の
経
過
措
置
と
申
告
実
務)

全
漁
連
顧
問
税
理
士

藤
井

保
男

先
生

�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


�
�
�
�
�
�
�
	
�

�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 
!
"
#
$


�
�
%

&
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


�
�
�
'
(
)
*
	
�

�


�
�
�

�
+
,
�
�
-
.
�
�
�
�
�
�

��/
0
1
2
%
"
#
3

4


�
�
%

5
�
6
�
�
�
�
�
	
�


�
�


�
�
�
7
8
�
9
�
:

	
�
�


�
�
�

�
;
<
�
7
=
�
>
?
@
=
8
"
#
%

A
B
C
D
E
F
�
�
�
�
�
	
�


�
G
�
H
I
J
K
L
�

4


�
�
�

�
B
C
D
E
�
�
�
M
N
O
B
C
D
E
P
�
Q
�
R
S
F
%

������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��
��
��
��
��
��
��
��
		



��
��

��������	
��
����

�����	
���



������

―�―

去
る
六
月
二
十
七
日
、
青
森
県
水
産
ビ
ル
に
お
い
て
、
む
つ

湾
漁
業
青
色
申
告
会
連
合
会
主
催
に
よ
り
、
会
員
及
び
税
務
担

当
者
ら
四
十
人
が
出
席
し
、
平
成
十
五
年
度
税
務
担
当
者
研
修

会
が
開
催
さ
れ
た
。

研
修
会
開
催
に
あ
た
り
、
前
田
昌
夫
会
長
が
主
催
者
を
代
表

し
、
青
色
申
告
制
度
の
持
つ
有
効
な
機
能
を
更
に
認
識
し
活
用

す
る
た
め
、
会
員
と
の
連
携
を
図
り
、
ま
た
、
関
係
機
関
の
指

導
を
得
な
が
ら
税
務
経
理
の
研
究
・
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、

納
税
に
つ
い
て
の
道
義
的
向
上
を
図
り
た
い
と
の
挨
拶
を
述
べ

た
。今

回
の
研
修
は
、
消
費
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
納
税
義

務
が
免
除
さ
れ
る
基
準
期
間
に
お
け
る
課
税
売
上
高
の
上
限
が

現
行
三
千
万
円
か
ら
一
千
万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
今
ま
で
納

税
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
漁
業
者
に
も
一
千
万
円
以
上
の
水
揚

げ
が
あ
る
場
合
、
消
費
税
納
税
義
務
者
に
な
る
こ
と
か
ら
、
講

師
に
は
、
青
森
税
務
署
、
記
帳
指
導
推
進
官
、
板
垣
和
明
氏
、

及
び
、
奥
崎
税
務
会
計
セ
ン
タ
ー
、
奥
崎
武
先
生
を
講
師
と
し

て
招
き
、
税
制
改
正
に
伴
う
事
務
手
続
等
に
つ
い
て
講
演
を
頂

い
た
。

研
修
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
。
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納税義務が免除される基準期間における課税売上高の上限が1,000万円(現
行3,000万円)に引き下げられます｡
《��	
》
この改正は､ 平成16年４月１日以後開始する課税期間から適用されます｡
したがって､ ��������	
��
����������������
�����	
������
�適用されます｡
【��
�】
１ 基準期間における課税売上高が1,000万円を超えることとなった場合に
は､� !"#"���$%&'を速やかに納税地の所轄税務署長に提出
する必要があります｡

�������������	
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簡易課税制度を適用することができる基準期間における課税売上高の上限
が5,000万円(現行２億円)に引き下げられます｡
《��	
》
この改正は､ 平成16年４月１日以後開始する課税期間から適用されます｡
したがって､ 個人事業者は平成17年分から､ 事業年度が１年である法人につ
いては平成17年３月決算分から適用されます｡
【��
�】
１ その課税期間の基準期間における課税売上高が5,000万円以下の事業者
が､ 簡易課税制度の適用を受けようとする場合には､ その課税期間の開始
の日の前日 (事業を開始した課税期間等であればその課税期間中) までに
所轄税務署長に� !"()#"*�+,$%&'を提出する必要があり
ます｡
なお､ 平成16年４月１日以後最初に開始する課税期間が課税事業者とな
る場合で､ 直前の課税期間 (個人事業者については平成16年分､ 事業年度
が１年である法人については平成16年３月決算分から平成17年２月決算分
まで) において納税義務が免除されていた事業者が､ 平成16年４月１日以
後最初に開始する課税期間から簡易課税制度の適用を受けようとする場合
には､ その課税期間中に� !"()#"*�+,$%&'を提出すれば､
簡易課税制度の適用を受けることができます｡
２ 簡易課税制度の適用を受けない場合､ 課税仕入れ等に係る消費税額の控
除を受けるためには､ 課税仕入れ等の事実を記録した帳簿及び課税仕入れ
等の事実を証する-.&/012034が必要となります｡
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１� 平成14年産貝の調査の結果､ 全湾平均では､ へい死率4.2％､ 異常貝率5.2％と平年並であったが､
川内町と脇野沢村ではへい死率が30％を超え､ 異常貝も高い傾向が見られた｡

２� 全湾平均で殻長7.3㎝､ 全重量46.8ｇ､ 軟体部重量18.0ｇと成長は平年値をやや下回った｡
３� 連間隔は､ 平均で33.3㎝､ 幹綱１ｍ当り収容数は592.9枚と昭和60年以降最高であった昨年度の
養殖密度より僅かに低下したが､ 依然高密度であった｡

４� 平成14年産貝は､ 平成15年４月30日現在､ １億1,258万枚が地まき放流され年々減少してきてい
るほか､ 稚貝として812万枚､ 半成貝として２億9,241万枚が販売された｡ 保有数量は､ ５億7,492
万枚であった｡
平成13年産貝の保有数量は､ 平成15年４月30日現在､ １億316万枚であった｡

５� 今期の調査結果では､ 地域や人に
よって､ へい死率や異常貝率､ ポリ
ドラ異常貝率に差が大きかったが､
その原因の一つには､ ３月８日及び
４月17日に発生した暴風・時化によ
り半成貝がぶつかり合ったことや､
海底の泥等が巻き上げられ､ エラや
外套膜に損傷を負ったことが考えら
れる｡

６� 今年はポリドラの付着が多いとの
情報があったことから､ ポリドラ異
常貝率を算出した結果25.4％であった｡

���	


１� 健全なホタテガイの生産を目標に､ 過密養殖の軽減に努めるとともに､ 稚貝の取扱い及び養殖貝
の動揺防止等養殖管理体制の一層の強化を図ることが重要である｡

２� 今回のへい死等は､ 病原体による伝染性の疾病ではないので､ 薬品等による対策をしないよう指
導の徹底を図る必要がある｡

３� 今回のへい死等によって､ 全湾的に養殖貝の出荷が早まることが予想されるが､ 今後､ ホタテガ
イの安定生産を持続するためには来期の必要産卵母貝を確保することが最も重要である｡

４� 過去の母貝数と付着稚貝数の相関データから､ 陸奥湾において例年どおり２万個／袋の採苗数を
確保するためには､ 産卵母貝数は最低でも２億５千万個必要と算出されている｡

５� 産卵母貝となる地まき貝の残存数は､ 前年の半数程度に減少していると見られることから､ 産卵
母貝数２億５千万個を確保するためには､ 養殖貝によって２億１千５百万個を確保する必要がある｡
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本県の基幹産業であるむつ湾ホタテを広く県内外にＰＲして､ ホタテの消費拡大を図ることを目的に､

平成11年度に青森県漁連とむつ湾漁業振興会では､ 毎年６月18日を ｢ホタテの日｣ と制定した｡

６月がホタテの日に制定されたのは､ むつ湾のホタ

テが最も美味しい時期であることとホタテの生産量が

一年間で最も多いことから６月とした｡

制定５年目を迎えた今年は18日が水曜日ということ

もあり､ 市民が足を運びやすいようにと21日 (土曜日)

に行われ､ 青森市アスパム前においてホタテの記念イ

ベントが盛大に開催され､ 大勢の市民や家族連れでに

ぎわった｡

開催に先立ち､ むつ湾漁業振興会三津谷会長は ｢漁

業者が大切に育てたむつ湾ホタテは今が一番美味しい､ 最近は健康食品としても注目されています｡ 皆

さんじっくりと味わって下さい｣ と挨拶し､ 午前10時から正午まで２時間にわたりイベントが開催され

た｡

今年のイベント内容は､ 昨年同様に先着1,500名にボイルホタテの無料配布､ 県内13市町村の高齢障

害福祉施設への無料配布､ 更にホタテボイル焼きの試食や子供たちへは記念風船のプレゼントが行われ

た｡

その他､ 会場ではホタテ貝むき競争が行われ､ 優勝者には豪華商品プレゼントもあることから､ 主婦

や子供達が多く参加し､ 中には漁業者顔負けの腕前の方も見受けられ熱戦が行われていた｡

主催者は ｢ホタテの日｣ も５年目を迎え､ ようやく市民に浸透されてきた｡ 来年以降も引き続き､ イ

ベント開催を続けながらホタテの消費拡大を図りたいと話していた｡
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